
 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

去る７月６日、西日本各地を襲っ

た豪雨災害。倉敷市真備町では町の

面積の２５％が浸水、５４９１棟が

全・半壊、死者５１名という未曽有

の大災害に見舞われました。家を失

った多くの方が不自由な仮設住宅

に入居。生活再建の第１歩を始めて

います。県原水協は「被災者支援ち

ひろカレンダー贈呈運動」を提起。

仮設入居の被災者にカレンダーを

届け、新しい年を少しでも明るい気

持ちで迎えていただきたいと、ちひ

ろカレンダー被災者贈呈キャンペ

ーンに取り組みます。皆さんのお気

持ちを募金としてお寄せ下さい。 

対象・真備町２６６戸、総社市３２戸の仮設住宅

に入居されている被災者のご家庭に１本

ずつ届けます。 

募金目標額・２３万円 
取り組み期間・ １１月末まで 

 

仮設に入居されているご家庭への贈呈は、災対連とも相談し、１２月
上旬に行う計画です。総社市に設置された仮設へも贈呈を行います。 

（被災した倉敷市真備町のようす。
写真提供は倉敷市議会議員田口明子
氏） 


